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第1回北海道教育大学生涯学習研究大会  

北海道内の生涯学習研究者・担当者・実践者が一堂に会して，研究発表・討論を行い，いわゆ  

る「17歳問題」を手がかりに，家庭・学校・地域の役割を生涯学習の立場から掘り下げ，様々な  

課題解決の方向性を探ることを目的として，第1回北海道教育大学生涯学習研究大会が2001年  

2月17日（金）～18日（土）に旭川で開催された。   

主催は北海道教育大学生涯学習教育研究センター。後援は北海道教育委員会，旭川市教育委員  

会，北海道教育大学旭川校後援会，北海道教育大学六稜会。  

プログラムは以下の通り。  

センター研究員会議 2001年2月16日（金）午後2時半から5時まで，旭川校会議室  

参加者：函館校，釧路校，岩見沢校，旭川校，センターから計13名。  

開会の言葉 山形積治センター長   

盛垂 分室・研究員体制について，研究費・研究旅費について，全学公開講座の提案，第2  

回生涯学習研究大会の開催地について等（司会：内田和浩センター助教授）  

閉会の言葉 山形積治センター長  

研究発表会 2001年2月17日（土）午前9時から12時，旭川校会議室  

参加者50名（司会：谷古宇尚センター助教授）  

開会の言葉 山形積治センター長  

発表プログラム（○印が発表者）  

1，北海道教育大学生涯学習教育研究センターヘの市町村教育委貞会の期待に関するア  

ンケート調査分析第1次報告  

○内田和浩（センター助教授）  

2，旭川市の小中学校の学校開放について  

○村上 拓（センター客員教授）  

3，体験の再構成活動を支援する学習システム（1）体験の再構成活動のねらいと評価  

○高橋伸幸（センター研究月・函館校助教授）  

4，生涯学習成果を活かす取り組みとしてのボランティア活動団体におけるメディア戦  

略意識一旭川市を例として－  

○今 尚之（センター研究員・旭川校助教授）  

共同研究者：佐藤 愛（能任利明会計事務所）大野伸洋（北海道教育  

大学大学院）和島史武（北海道教育大学大学院）  

5，生涯学習の視点から見た環境地図展の意義と展望  

○氷見山幸夫（センター研究員・旭川校数授）  

6，家庭小動物の癒し効果～ペットと学ぶ～  

○山形積治（センター長・旭川校数授）  

○旭美乃里（旭川校生涯教育課程生活健康コース）  
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7，ネットデイ・ボランティアのためのガイドブックの開発－その意義と概要－  

○瀬川良明（センター研究員・教育実践総合センター助教授）  

共同研究者：武田亘彦（北星学園女子短期大学）尾崎廉（北海道立教  

育研究所）荒島晋（札幌市立発寒中学校）浅見信彦（北海道教育大学  

大学院）小南暁久（北海道教育大学大学院）  

閉会の言葉 福井凱婿センター釧路分室長  

講演会・シンポジュウム 2001年2月17日（土）午後1時半から5時半，旭川市民文化会館小  

ホール  

参加者100名（司会：内田和浩センター助教授）   

開会の挨拶 山形積治センター長   

基調講演「いま，君が輝く瞬間～北星余市の挑戦から～」  

深谷哲也（北星学園余市高等学校長）   

シンポジュウム「『17歳問題』をどう考えるか～家庭・学校・地域の役割と連携～」  

パネリスト：今川民雄（北海道教育大学旭川校数授）  

笹嶋由美（北海道教育大学旭川校教授）  

深谷哲也（北星学園余市高等学校長）  

白井潔（北海道教育大学生涯学習教育研究センター客員教授）  

コーディネーター：内田和浩センター助教授  

なお「生涯学習教育研究センターニュース」No．2にも本大会に関する記事が掲載されているので  

参照されたい。  

第2回大会は2001年秋に，釧路で開催される予定である。  （谷古宇尚）  

講 演 13：3ひ－15二00  

いま、君が輝く瞬間～北星余市高校の挑戦～  

深谷 哲也 （北星学園余市高校長）  

シンポジュウム15：15－17■30  

「17才問題」をどう考えるか   

家庭・学校■地域の役割を   

専門家・市民とともに考える  

パネリスト  

深谷哲也（北星学園余市高校長）  

今川民雄（北海道教育大学旭川校教授）  

笹嶋由美（北海道教育大学旭川校教授）  

白井 潔 佗ンタ一客員教授）   

参加者．一般市民、教育関係者、  

行政担当者   

会 場：旭川市民文化会館小ホール（旭川市7条9丁目）  

日 時：2001年2月17日13時開場   

主催：北海道教育大学生涯学習教育研究センター   

後援：北海道教育委員会、旭川市教育委員会、大学後援会、六稜会   

問合せ先 北海道教育大学生涯学習教育研究センター  
（電話0166－59－1411内田、59－1412谷古宇、59－1204庶務係）  

基調講演をする北星学園余市  

高等学校長 深谷哲也氏  

講演会・シンポジュウムチラシ  
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